
令和４年３月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ８８   最近の「ジェンダー・ギャップ指数」において、我が国は１５６か国中１２

０位」、先進国でも最低水準という結果は政治分野等の取組の遅れが主な要因と

言われています。国会議員等の女性に占める女性の割合について教えて頂きた

い。 

 

Ａ８８   国会議員に占める女性の割合 

内閣府「女性の政策・方針決定参画状況調べ」により、国会議員に占める女

性の割合について、その推移を見ると、衆議院議員総選挙当選者においては、

戦後の一時期を除いて、１～２％台で推移していました。その後、平成８（１

９９６）年（第４１回選挙）に小選挙区比例代表並立制が導入されて以降、衆

議院議員に占める女性の割合は上昇傾向にあり、平成２９（２０１７）年１０

月執行の衆議院議員総選挙を経て、令和３年（２０２１）年４月現在で９.９％

（４６人）となり、国際比較すると、１８９か国中１６５位（令和３（２０２

１）年４月現在）１となっています。 

また、参議院においては、昭和２２（１９４７）年４月（第１回選挙後）の

４.０％（１０人）からおおむね上昇傾向にあり、政治分野における男女共同参

画の推進に関する法律（平成３０年法律第２８号）の施行後初めての大型国政

選挙となる参議院議員通常選挙が、令和元（２０１９）年７月に執行された結

果、参議院議員に占める女性の割合は約２％ポイント増加し、令和３（２０２

１）年５月現在で２３.０％（５６人）となっています。 

１ 列国議会同盟 

 



候補者、当選者に占める女性の割合 

衆議院議員総選挙における候補者及び当選者に占める女性の割合の推移を見

ると、昭和６１（１９８６）年以降上昇傾向にあります。平成２９（２０１７）

年１０月執行の総選挙では、候補者に占める女性の割合は過去最高となり、当

選者に占める女性の割合は、平成２１（２００９）年８月執行の総選挙に次い

で過去２番目に高い割合となりました（Ⅰ－１－１図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、参議院議員通常選挙においても、候補者及び当選者に占める女性の割

合は、昭和５０年代後半以降上昇傾向にあります。令和元（２０１９）年７月

執行の通常選挙では、候補者に占める女性の割合は過去最高の２８.１％となり、

当選者については、過去最多であった平成２８（２０１６）年７月執行の通常

選挙と同じ２８名の女性が当選し、当選者に占める女性の割合は２２.６％とな

りました（Ⅰ－１－２図）。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月号へ続きます。 
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